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雑誌 『女性』 としてプラ トン社をスター トさ
せる。更に翌年 『苦楽』を創刊,東 京勢を巻
き込み 「文壇の格付け機関」と言われるまで



















村美香)で は,『女性』『苦楽』の表紙 ・挿絵 ・
ロゴや刊行物の装丁に力を注いだ図案家 たち
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の足跡を辿 る。上記二誌 の挿絵の美 しさは
「ビアズレイばりの優雅なイラス トレーショ






























































張計画は44町村を合併 して人 口211万人の 日
本一の都市を作り上げ,経 済的にも活況を呈
した大阪が,「大大阪」 と呼ばれたの はまさ
にこの瞬間であった。
本書は,こ うした状況下に存在 した一出版
社の盛衰を伝えるのみならず,や がて来る世
界的恐慌(1929)と第二次大戦参戦(1934)
への勇み足を予感 させながら,日本のモダニ
ティ再考を促す契機を私たちに与えてくれる
のである。
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